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「渋谷の窓から見た長崎の未来」第１回
化学変化を起こせる街になるか？　起こせない街のままか？

渋谷便り

（株）東急総合研究所顧問　　藤　井　　　健

　渋谷（東京）では、今、100年に１度の再開発が進行し、街の風景がめまぐるしく変化している。
しかし、目に見える変化以上に、目に見えない形で渋谷の街は大きく変貌しようとしている。イ
ノベーション都市としての飛躍である。
　現在、世界的ゲームチェンジが起きており、イノベーションがこれまでのクローズドからオー
プンへと大きく転換している。オープンイノベーションでは、多様な主体による高密度の対流が
不可欠で、それを可能とする都市エリアが注目され、世界各地で競って整備が進められている。
　年間11億人の乗降客数を有する渋谷駅を中心とした多様で圧倒的人の集積を背景に、独自の文
化・カルチャーを育んできた渋谷は、一種の「イノベーションの森」を形成しており、日本を代
表するイノベーション都市になりつつある。それを加速するのが、渋谷スクランブルスクウェア
に開設された未来共創拠点、SHIBUYA QWS（キューズ）だ。ここは、様々な個人、法人、さ
らに東大、東工大、慶応、早稲田、東京都市大の５大学の活動拠点になる場所だ。
　実は、現在、このSHIBUYA QWSを通じた長崎県と渋谷の同時イノベーションを推進する事
業が検討されている。筆者は、この事業に携わっており、長崎と渋谷を行き来しているが、その
中で、長崎も渋谷同様、大きく変わっていかなければならないと感じている。渋谷で起こってい
る変化は、長崎の未来を考える上で多くの示唆を与えてくれる。そこで、今回から数回に分けて、
渋谷の窓から長崎の未来について考えてみたい。
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　長崎と渋谷を行き来して、今の長崎に最も必要だと感じることからまず述べよう。
　それは、長崎が化学反応を起こせる街になれるかどうか、という問題である。
　元々、長く支店経済に支えられてきた地方都市は、化学変化を起こすことが苦手だ。長崎でも、
三菱重工やソニーの研究者が当地で頻繁にランチすることは無い。これでは、長崎で化学反応は
起こせない。クローズドイノベーションの時代には、それが当たり前だったし、不都合もなかっ
た。しかし、オープンイノベーション時代には、化学反応が起こせないことは致命傷になる。
　これから地方にイノベーションは欠かせない。米国では、イノベーションは、既に、地域経済
を支える上で、なくてはならないものとなっている。ブルックリングス研究所によれば、大都市、
地方都市を問わず、雇用の２割はSTEM（Science, Technology, Engineering, Mathematicsの頭
文字をとったもの。「ステム」と発音）と呼ばれる科学・技術・工学・数学の高い知識を必要と
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する職種になっている。米国でも、製造業からサービス業に雇用が移行しているが、サービス業
自体がＥコマース等に脅かされており、イノベーション無しに地域経済を支えられなくなっている。
　このイノベーションが、今、クローズドからオープンへと大きく転換している。詳しくは次々
回に譲るが、簡単に言うと、限られた企業や研究所でイノベーションを起こす時代から、多様な
主体の協働でイノベーションを起こすオープンな時代に転換しようとしている。このため、多様
性が集積する都市が重要性を増している。
　しかし、どんな都市でもイノベーションを起こせるのではなく、イノベーションを起こせる街
と起こせない街がある。これも詳しくは次回以降に譲るが、同じ都市でも、イノベーションのた
めの化学変化が起きる一種の森の様な生態系（「イノベーションエコシステム」と言う）が無け
ればイノベーションは起きない。つまり、これからは、化学変化を起こせるイノベーションの森
を有する街と森のない街に二極化し、森を有する街は、イノベーション関連の雇用も産み出し、
自らイノベーションを先導していけるが、森のない街は、単なるイノベーションの消費地として
停滞していくことになる。
　渋谷は、この化学反応を起こす街という点で、特出した存在になりつつある。渋谷だけでなく、
東京の再開発がもたらす最も本質的な側面は、東京全体が、イノベーションのための化学反応を
起こす街に大きく変貌しようとしている、という点にある。
　東京同様、地方も、今後、大きく変貌しなければいけならない。特に、長崎には大きなチャン
スがあると考える。
　次回以降、その理由と、そのために何が必要かについて、オープンイノベーションといった言
葉の解説も交えながら述べてみたい。


